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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成29年10月5日(2017.10.5)

【公表番号】特表2016-538211(P2016-538211A)
【公表日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2016-518090(P2016-518090)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/247    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   6/06     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/068    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/062    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ    3/247    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    6/06     　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/068    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/062    　　　　
   Ｇ０２Ｂ    1/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年8月22日(2017.8.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽イオン百分率含有量として、Ｐ５＋：３０～４０％、Ａｌ３＋：１２～２０％、Ｂａ
２＋：３０～４０％、Ｃａ２＋：１．３～１２％、Ｓｒ２＋：１～１０％、Ｌａ３＋：０
～５％、Ｇｄ３＋：０～６％、Ｙ３＋：０～１０％を含有し、陰イオン百分率含有量とし
て、Ｆ－：２５～４０％、Ｏ２－：６０～７５％を含有するフルオロリン酸塩光学ガラス
であって、
含有量比（Ｓｒ２＋＋Ｃａ２＋＋Ｌａ３＋＋Ｇｄ３＋＋Ｙ３＋）／Ｂａ２＋が０．２２～
０．６５である、フルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項２】
　陽イオン百分率含有量として、更にＭｇ２＋：０～５％、Ｚｎ２＋：０～５％、Ｓｉ４

＋：０～３％、Ｂ３＋：０～５％、Ｇｅ４＋：０～３％、Ｌｉ＋：０～１２％、Ｎａ＋：
０～５％、Ｋ＋：０～５％、Ｙｂ３＋：０～５％、Ｓｂ３＋：０～０．５％、Ｓｎ４＋：
０～１％、Ｃｅ４＋：０～１％を含有し、陰イオン百分率含有量として、更にＣｌ－：０
～１％、Ｉ－：０～１％、Ｂｒ－：０～１％を含有する、請求項１に記載のフルオロリン
酸塩光学ガラス。
【請求項３】
　更にＭｇ２＋：０～３％、Ｚｎ２＋：０～３％、Ｓｉ４＋：０～１％、Ｇｅ４＋：０～
１％、Ｂ３＋：０～２％、Ｌｉ＋：０～１０％、Ｎａ＋：０～３％、Ｋ＋：０～３％を含
有し、Ｃｌ－＋Ｉ－＋Ｂｒ－の合計量が０より大きく１％以下である、請求項２に記載の
フルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項４】
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　Ｌｉ＋を含有する、請求項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項５】
　Ｃｌ－＋Ｉ－＋Ｂｒ－の合計量が０より大きく０．８％以下である、請求項２に記載の
フルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項６】
　Ｃｌ－を含有する、請求項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項７】
　Ｓｂ３＋＋Ｓｎ４＋＋Ｃｅ４＋の合計量が０より大きく１％以下である、請求項２に記
載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項８】
　Ｓｂ３＋、Ｓｎ４＋及びＣｅ４＋の少なくとも１種、及びＣｌ－、Ｉ－及びＢｒ－の少
なくとも１種が清澄剤として使用される、請求項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス
。
【請求項９】
　Ｐ５＋はメタリン酸塩により導入され；Ａｌ３＋は、Ａｌ（ＰＯ３）３、ＡｌＦ３及び
Ａｌ２Ｏ３の１種以上の形態で導入され；Ｂａ２＋は、Ｂａ（ＰＯ３）２、ＢａＦ２、Ｂ
ａＣＯ３、ＢａＣｌ２及びＢａ（ＮＯ３）２の１種以上の形態で導入され；Ｃａ２＋、Ｓ
ｒ２＋及びＭｇ２＋は、それぞれそのフッ化物、メタリン酸塩及び炭酸塩の１種以上の形
態で導入され；Ｌａ３＋、Ｇｄ３＋、Ｙ３＋及びＹｂ３＋は、酸化物及びフッ化物の１種
以上の形態で導入され；Ｓｂ３＋、Ｓｎ４＋及びＣｅ４＋は、酸化物及びフッ化物の１種
以上の形態で導入され；Ｆ－はフッ化物の形態で導入され；Ｏ２－はメタリン酸塩、酸化
物、炭酸塩及び硝酸塩の１種以上の形態で導入され；Ｃｌ－、Ｉ－及びＢｒ－はそれぞれ
ＢａＣｌ２、ＫＩ及びＫＢｒの形態で導入される、請求項２に記載のフルオロリン酸塩光
学ガラス。
【請求項１０】
　含有量比（Ｓｒ２＋＋Ｃａ２＋＋Ｌａ３＋＋Ｇｄ３＋＋Ｙ３＋）／Ｂａ２＋が０．２５
～０．５０である、請求項１又は請求項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１１】
　Ｌａ３＋＋Ｇｄ３＋＋Ｙ３＋の合計量が２～１０％である、請求項１又は請求項２に記
載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１２】
　更にＰ５＋：３２～３７．５％、Ａｌ３＋：１２～１９％、Ｂａ２＋：３２～３８％、
Ｃａ２＋：１．５～８％、Ｓｒ２＋：１～８％、Ｌａ３＋：０～４％、Ｇｄ３＋：１～５
％、Ｙ３＋：１～８％、Ｆ－：２８～３５％、Ｏ２－：６５～７２％を含有する、請求項
１又は請求項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１３】
　Ｂａ２＋：３３～３７．８％、及びＳｒ２＋：２～８％を含有する、請求項１又は請求
項２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１４】
　含有量比Ａｌ３＋／Ｐ５＋が０．６３未満である、請求項１又は請求項２に記載のフル
オロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１５】
　光学ガラスの光弾性係数Ｂが０．５×１０－１２Ｐａ未満である、請求項１又は請求項
２に記載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１６】
　光学ガラスの特殊色分散△Ｐｇ，Ｆが０．０１１を上回る、請求項１又は請求項２に記
載のフルオロリン酸塩光学ガラス。
【請求項１７】
　光学ガラスの磨耗度ＦＡが４５０未満である、請求項１又は請求項２に記載のフルオロ
リン酸塩光学ガラス。
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【請求項１８】
　請求項１又は２のフルオロリン酸塩光学ガラスにより製造される光学素子。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　本発明は、屈折率ｎｄが１．５９以上で、アッベ数υｄが６７以上で、光弾性係数が低
く、且つ、良好な化学安定性と研磨性能を有する光学ガラスを提供することを目的とする
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、
　陽イオン百分率含有量として、Ｐ５＋：３０～４０％、Ａｌ３＋：１２～２０％、Ｂａ
２＋：３０～４０％、Ｃａ２＋：１．３～１２％、Ｓｒ２＋：１～１０％、Ｌａ３＋：０
～５％、Ｇｄ３＋：０～６％、Ｙ３＋：０～１０％を含有し、陰イオン百分率含有量とし
て、Ｆ－：２５～４０％、Ｏ２－：６０～７５％を含有するフルオロリン酸塩光学ガラス
を提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　本発明者は、Ａｌ３＋／Ｐ５＋の比率を制御することにより、ガラスの研磨性能が著し
く向上する事を見出した。本発明のＡｌ３＋／Ｐ５＋は０．６３未満で、Ａｌ３＋／Ｐ５

＋は０．６未満であることが好ましく、Ａｌ３＋／Ｐ５＋が０．５８未満であることがよ
り好ましい。
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